
今回今回５人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回５人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

関　　　誠一郎  議員 12Ｐ

薗　部　　　一  議員 13Ｐ

杉　山　　　清  議員 14Ｐ

加　藤　文　夫  議員 15Ｐ

桐　原　健　一  議員 16Ｐ
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一般質問Ｑ＆Ａ



　
関
　
　
町
債

が
２
０
０
億
も

あ
り
厳
し
い
財

政
の
中
、
舟
渡

団
地
跡
地
の
今

後
の
活
用
は
。

都
市
建
設
課
長

　
跡
地
に
つ
い

て
は
、
分
譲
な

ど
の
考
え
を
含

め
て
地
元
の
意

向
な
ど
勘
案
し

て
検
討
し
て
い

く
。

　
関
　
　
今
年
プ
ー
ル
を
閉

鎖
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長
　
利
用
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
一
方
、
管
理
費
、

修
繕
費
の
増
大
で
停
止
し
て

い
る
。

　
関
　
　
全
体
の
運
営
に
つ

い
て
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長
　
町
の
ス
リ
ム
化
と

し
て
先
々
処
分
し
て
行
き
た

い
。
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 関 　
せき

 誠一郎 　議員
せいいちろう

町有地管理活用につい町有地管理活用についてて

サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸
か
ら

サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸
か
ら
のの

交
付
金
に
つ
い
て

交
付
金
に
つ
い
て
　
　
　

　
関
　
　
今
ま
で
の
総
額
は
、

基
金
と
し
て
現
在
の
残
高
は
。

町
　
長
　
平
成
　
年
8
月
か

１０

ら
平
成
　
年
8
月
ま
で
で
　

２２

２４

億
６
千
万
余
り
で
あ
り
、
基

金
の
残
高
は
8
億
２
千
万
余

り
で
あ
る
。

　
関
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
水
戸

へ
の
活
用
の
報
告
は
。

町
　
長
　
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
何

回
か
行
っ
て
お
礼
を
し
て
い
る
。

　
関
　
　
桂
・
常
北
地
区
の

浄
水
場
の
老
朽
化
の
対
応
は
。

町
　
長
　
建
設
か
ら
　
年
経

３４

過
し
て
い
る
桂
地
区
の
浄
水

場
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

為
、
平
成
　
年
度
予
算
に
実

２２

施
設
計
費
を
計
上
し
改
修
を

予
定
し
て
い
る
。

　
関
　
　
桂
・
常
北
の
浄
水

場
の
緊
急
連
結
管
の
計
画
は
。

町
　
長
　
将
来
的
に
継
い
で

行
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

老朽化した赤沢浄水場

と
思
う
が
、
も
う
少
し
慎
重

に
構
え
て
と
感
じ
て
い
る
。

教
育
長
　
今
回
は
、
受
け
入

れ
が
先
行
し
て
大
変
申
し
訳

な
か
っ
た
が
、
一
応
友
好
的

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
関
　
　
来
年
も
行
う
の
か
。

町
　
長
　
今
回
の
経
験
を
踏

ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
と

相
談
し
行
い
た
い
。

　
関
　
　
補
助
員
は
誰
が
任

命
す
る
の
か
。

町
　
長
　
町
内
に
７
ヶ
所
の

公
設
、
民
設
が
あ
り
児
童
ク

ラ
ブ
、
父
母
の
会
の
組
織
が

あ
り
町
は
、
委
託
契
約
を
し

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
為
、

補
助
員
は
各
ク
ラ
ブ
が
任
命

し
て
い
る
。

　
関
　
　
小
学
校
統
合
に
あ

た
っ
て
今
後
の
活
動
は
。

健
康
福
祉
課
長

　
学
童
保
育
は
大
切
な
事
業

で
あ
り
、
一
新
に
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。

モ
ン
ゴ
ル
生

モ
ン
ゴ
ル
生
　
　
　

受
け
入
れ
に
つ
い

受
け
入
れ
に
つ
い
てて

学
童
保
育
に
つ
い

学
童
保
育
に
つ
い
てて

水
道
事
業
に
つ
い

水
道
事
業
に
つ
い
てて

　
関
　
　
町
長
、
教
育
長
の

感
想
は
。

町
　
長
　
国
際
交
流
の
一
環

と
し
て
良
い
影
響
を
与
え
た

う
ぐ
い
す
の
里
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

う
ぐ
い
す
の
里
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
てて

うぐいすの里にあるプール



薗
　
部
　
町
長
就
任
、
約
１

年
半
過
ぎ
て
、
７
つ
の
公
約

の
実
施
と
今
後
の
重
点
目
標

に
つ
い
て
。

町
　
長
　
国
道
１
２
３
号
線

バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
石
塚
下

圷
区
間
の
工
事
着
工
、
県
道

錫
高
野
石
塚
線
、
県
道
城
里

那
珂
線
の
開
通
等
、
本
年
度

中
完
成
、
又
は
平
成
　
年
度

２３

に
完
成
予
定
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
推
進
委
員
会
を
設

置
し
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

薗
　
部
　
厳
し
い
町
財
政
の

改
善
策
は
。

町
　
長
　
企
業
誘
致
に
よ
り

固
定
資
産
税
、
法
人
税
や
雇

用
拡
大
に
よ
り
税
収
ア
ッ
プ

を
図
る
。

薗
　
部
　
特
色
あ
る
施
策
の

１
つ
と
し
て
城
里
町
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
案
が
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
良
い
こ

と
で
あ
る
。

町
　
長
　
町
財
政
の
改
善
の

打
開
策
で
あ
る
。

薗
　
部
　
町
民
と
の
融
和
・

一
体
感
の
育
成
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
町
の
く
ら
し
の
会
、

サ
ロ
ン
等
に
出
席
し
、
ご
意

見
等
を
聞
い
て
い
る
。
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 薗 
その

 部 　　
べ

 一 　議員
はじめ

町
政
運
営
に
つ
い

町
政
運
営
に
つ
い
てて

薗
　
部
　
本
年
採
用
さ
れ
た

６
名
の
方
の
研
修
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
採
用
時
に
各
課
局

長
を
講
師
と
し
て
行
政
研
修
、

県
自
治
研
修
所
に
お
い
て
、

新
規
採
用
職
員
課
程
研
修
を

実
施
。

薗
　
部
　
民
間
の
方
へ
の
教

育
研
修
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

職
員
の
研
修
に
つ
い

職
員
の
研
修
に
つ
い
てて

町
　
長
　
接
遇
に
当
た
っ
て

は
民
間
企
業
に
勝
る
も
の
は

な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
勉
強
さ
せ
て
い
き
た

い
。
県
と
の
人
事
交
流
を
行

い
、
事
務
・
実
務
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
てて

薗
　
部
　
平
成
　
年
４
月
か

２３

ら
、
廃
校
と
な
る
５
校
の
校

舎
及
び
跡
地
の
利
活
用
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
小
学
校
再
編
実
施

準
備
委
員
会
の
学
校
再
編
部

会
で
、
地
域
の
ご
意
見
、
ご

要
望
の
集
約
を
し
、
再
編
終

了
後
、
庁
内
の
検
討
委
員
会

で
進
め
た
い
。

薗
　
部
　
現
在
町
内
で
も
利

用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
多

く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
さ
ら

に
増
え
て
し
ま
う
の
で
同
時

進
行
で
検
討
し
て
は
。

町
　
長
　
地
域
の
人
の
気
持

ち
を
踏
ま
え
て
誠
心
誠
意
尽

く
し
た
い
。

廃校となる小学校

小 松 小

青 山 小

古 内 小

圷 小

岩 船 小

北 方 小

七 会 東 小

七 会 西 小

※青山小校舎は、常北小校舎と

して使用

　岩船小校舎は、桂小校舎とし

て使用

　七会東小校舎は、七会小校舎

として使用



杉
　
山
　
自
主
財
源
確
保
と

財
政
健
全
化
が
重
要
課
題
で

あ
る
。
地
域
主
権
を
考
え
政

策
室
を
設
け
て
は
。

町
　
長
　
政
策

室
と
い
う
形
で

問
題
点
を
あ
げ

る
の
は
大
事
で

検
討
し
て
い
き

た
い
。

杉
　
山
　
町
に

は
、
表
彰
条
例

は
あ
る
が
、
職

員
表
彰
は
永
年

勤
続
の
み
、
人

材
育
成
と
職
務

向
上
か
ら
職
員

表
彰
を
実
行
し

て
は
。

町
　
長
　
職
員

の
や
る
気
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
点
か
ら
も
、
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

杉
　
山
　
　
建
設
か
ら
　
年
６０

以
上
経
過
し
幅
員
（
５
．５
ｍ

以
下
）
と
狭
く
、
大
型
車
通

行
に
苦
慮
し
て
い
る
。
県
へ

の
架
け
替
え
要
望
は
。

町
　
長
　
　
改
修
促
進
同
盟

会
連
名
（
３
市
、
５
町
）
に

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
る
。
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 杉山 　　
すぎやま

 清 　議員
きよし

機構改革につい機構改革についてて

水
害
対
策
に
つ
い

水
害
対
策
に
つ
い
てて

杉
　
山
　
圷
地
区
に
と
っ
て

は
、
江
川
（
根
古
屋
、
藤
坂

橋
含
め
）
改
修
は
永
年
の
悲

願
で
あ
る
。
最
近
の
気
象
状

況
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
を
考
え

る
と
、
バ
イ
パ
ス
完
成
前
の

着
工
を
。
町
内
河
川
改
修
に

つ
い
て
も
、
地
元
区
長
さ
ん

と
協
議
し
、
県
へ
申
請
し
て

頂
き
た
い
。

町
　
長
　
現
状
確
認
を
し
、

阻
害
要
因
の
除
去
と
、
下
流

能
力
の
確
保
、
改
修
を
県
へ

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

江川　桂地区

杉
　
山
　
有
収
水
率
県
平
均

は
　
．
８
％
で
あ
る
。
当
町

８８
の
収
水
率
と
低
い
原
因
は
。

水
道
課
長
　
小
松
系
　
．
９

５８

％
、
赤
沢
系
　
．７
％
、
岩
船

７７

系
　
．
３
％
で
町
平
均
　
．
３

５６

７７

％
。
有
収
水
率
低
下
の
主
な

原
因
は
、
施
設
の
老
朽
化
で

あ
る
。

杉
　
山
　
水
道
石
綿
管
（
常

北
）
は
、
合
併
時
　
㎞
強
の

１３

残
存
距
離
、
平
成
　
年
9
月

２０

現
在
で
８
．
６
㎞
で
あ
る
が
、

町
長
は
地
域
活
性
交
付
金
を

最
大
限
に
利
用
し
、
布
設
替

え
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、

現
残
存
数
と
、
平
成
　
年
度

２３

以
降
の
、
時
限
立
法
（
補
助

金
）
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
　
長
　
現
残
存
数
は
４
．

　
㎞
で
、
石
綿
管
布
設
替
え

１８事
業
の
時
限
立
法
に
つ
い
て

は
、
県
へ
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

杉
　
山
　
老
朽
化
の
施
設
は
、

石
塚
、
赤
沢
浄
水
場
は
昭
和

　
年
～
平
成
５
年
に
、
岩
船

４９浄
水
場
（
第
１
、
２
加
圧
場
）

は
昭
和
　
年
～
　
年
に
整
備

５１

５５

さ
れ
た
。
桂
地
区
（
圷
）
に

は
、
簡
易
水
道
埋
設
管
も
あ

り
、
耐
用
年
数
も
大
き
く
経

過
し
て
い
る
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

水
道
課
長
　
老
朽
化
の
設
備

は
計
画
的
に
事
業
化
し
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

杉
　
山
　
七
会
地
区
、
未
普

及
地
区
の
加
入
率
と
、
新
規

（
大
口
）加
入
企
業
等
は
あ
る

か
。

水
道
課
長
　
町
全
域
加
入
率

は
　
．
１
％
、
七
会
地
区
（
簡

９４
易
水
道
外
）加
入
率
は
　
．
４

８３

％
で
あ
る
。

町
　
長
　
大
口
加
入
に
つ
い

て
は
、
平
和
墓
地
公
園
に
加

入
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

那
珂
川
大
橋
に
つ
い

那
珂
川
大
橋
に
つ
い
てて

現在の那珂川大橋

水
道
事
業
に
つ
い

水
道
事
業
に
つ
い
てて



加
　
藤
　
本
町
に
お
い
て
、

３
地
区
の
小
学
校
が
統
廃
合

に
な
る
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
何
台
に
す
る
の
か
。

教
育
長
　
通
学
路
部
会
と
い

う
の
を
各
3
地
区
に
つ
く
り
、

保
護
者
の
方
々
を
含
め
検
討

し
て
い
る
が
、
停
留
所
方
式

を
と
り
、
あ
る
一
定
の
と
こ

ろ
ま
で
は
、
児
童
の
方
に
歩

い
て
き
て
も
ら
い
、
そ
こ
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
ま

で
届
け
る
。
各
地
区
と
も
バ

ス
は
2
台
を
原
則
と
し
て
い

る
。

加
　
藤
　
閉
校
さ
れ
た
小
学

校
の
児
童
は
誰
で
も
乗
車
で

き
る
の
か
。

教
育
長
　
県
や
国
の
通
学
距

離
と
い
う
の
は
片
道
４
キ
ロ

と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
そ
れ
を
当
て
は

め
ず
に
２
キ
ロ
を
目
安
と
し
、

2
キ
ロ
以
内
の
児
童
に
徒
歩

通
学
を
お
願
い
す
る
。

加
　
藤
　
閉
校
さ
れ
な
い
児

童
は
バ
ス
に
乗
車
で
き
な
い

の
か
。

教
育
長
　
大
変
議
論
が
あ
っ

た
が
、
存
続
校
は
従
来
の
通

学
方
法
を
と
り
あ
え
ず
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

加
　
藤
　
水
道

管

よ

り

消

防

ホ
ー
ス
の
方
が

口
径
が
大
き
い

消
火
栓
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
。

町
　
長
　
合
併

後
の
消
火
栓
の

設
置
に
つ
い
て

は
、
消
防
水
利

の
基
準
に
従
っ

て
設
置
を
し
て
い
る
。
従
来

設
置
さ
れ
た
消
火
栓
を
新
町

に
引
き
継
ぎ
、
消
防
法
の
基

準
と
い
う
考
え
方
で
今
後
消

防
と
水
道
に
お
い
て
協
議
を

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

加
　
藤
　
防
火
水
槽
に
水
道

管
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

町
　
長
　
桂
地
区
に
防
火
貯

水
槽
へ
の
給
水
用
水
道
管
の

接
続
を
し
て
い
な
い
箇
所
は

承
知
し
て
い
る
。
消
防
法
の

考
え
方
に
沿
っ
て
整
備
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
防
火

貯
水
槽
へ
の
補
給
は
各
分
団

に
お
願
い
し
て
い
る
。
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 加 
か

 藤 　
とう

 文 
ふみ

 夫 　議員
お

小
学
校
再
編
後
の

小
学
校
再
編
後
の
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
てて

防災につい防災についてて

桂地区にある防火水槽



桐
　
原
　
県
内
　
市
町
村
が

１０

助
成
を
決
定
し
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種

の
公
費
助
成

が
で
き
な
い

か
。

町
　
長
　
平

成
　
年
度
中

２３
に
は
、
中
学

１
年
生
を
対

象
に
実
施
し

て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
検

討
し
て
い
る
。

桐
　
原
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
公
費
助
成
し
た

場
合
、
町
の
負
担
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

町
　
長
　
一
人
３
回
の
接
種

で
５
万
円
か
か
る
と
想
定
し

て
、
５
０
０
万
円
程
度
と
考

え
て
い
る
。
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 桐原 　
きりはら

 健一 　議員
けんいち

県内ワクチン接種助成市町村

境 町

大 子 町

古 河 市

那 珂 市

潮 来 市

美 浦 村

牛　 久　 市

常　 総　 市

取　 手　 市

坂　 東　 市

子宮頸がん予防ワクチ子宮頸がん予防ワクチンン
接種の助成について接種の助成について　　

桐
　
原
　
団
地
を
個
人
に
分

譲
し
て
、
住
民
を
増
や
す
考

え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長

　
跡
地
に
つ
い
て
は
、
分
譲

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
含

め
て
、
地
元
の
意
向
を
勘
案

し
有
効
な
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

舟渡団地跡地　下圷地内

桐
　
原
　
ケ
ア
付
高
齢
者
住

宅
な
ど
、
介
護
施
設
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
学
校
再
編
終
了
後

に
地
域
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
参
考
に
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

明
年
、
廃
校
と
な
る

明
年
、
廃
校
と
な
る
　
　

小
学
校
の
活
用
に
つ
い

小
学
校
の
活
用
に
つ
い
てて

下
圷
舟
渡
団
地
の

下
圷
舟
渡
団
地
の
　
　
　

跡
地
に
つ
い

　
　
　
　
跡
地
に
つ
い
てて


